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♪*♪*♪*   ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

任期付職員の募集について 中部地方環境事務所 環境対策課 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━  ♪*♪*♪* 

環境省中部地方環境事務所で任期付職員を募集しています。 

 

詳  細：https://chubu.env.go.jp/topics_00096.html 

 

○採用機関及び採用予定人数  

 中部地方環境事務所環境対策課 1名 

○勤務地 

 中部地方環境事務所（愛知県名古屋市中区三の丸 2-5-2） 

○公募の内容 

 任期付職員法（一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する法律 

(平成 12 年法律第 12号)）に基づく任期の定めのある環境省職員（係長級、 

行政職俸給表（一）が適用される常勤職員）として採用します。 

○職務の内容 

 採用後は、環境省中部地方環境事務所環境対策課に配属となり、地域に 

おける地球温暖化による気象現象によってもたらされる社会生活や健康へ 

の影響に係る対策等の普及や検討の業務に従事します。なお、業務は本省 

地球環境局総務課気候変動適応室及び国立環境研究所気候変動適応センタ 

ー等の支援を受けて行います。 

○採用期間 

 令和 6 年 2月 1日より令和 8年 3 月 31日まで（予定） 

○応募締切 

 令和 5 年 12月 11日（月）（必着） 

○勤務時間及び休暇 

(1)勤務時間 

 8時 30 分から 17時 15分まで又は 9時 15分から 18時 00 分まで＊（昼休みは 

いずれも 12 時から 13 時まで）の 7 時間 45分／日（週 38.75 時間）。 

上記勤務は、必要に応じ残業があります。 

(2)休暇 

 週休 2 日（土・日）、国民の祝日、年末・年始のほか年次休暇、特別休暇 

（結婚、忌引等）があります。 

 

問 合 せ： 

https://chubu.env.go.jp/topics_00096.html


環境省中部地方環境事務所総務課 

TEL：052-955-2130 

メール：REO-CHUBUSAIYOU@env.go.jp 

 

 

♪*♪*♪*   ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

ESD for 2030 学び合いプロジェクト 地域づくりのための気候変動社会教育 

実践セミナー「食べ物が変わる?! 気候変動と私たちの暮らし」 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━  ♪*♪*♪* 

中部地方 ESD活動支援センターは、地域づくりの担い手や次世代育成のための 

気候危機適応を、「食」の観点から「地域づくり」に活かすことをテーマに 

したセミナーを開催します。 

 

詳  細：https://chubu.esdcenter.jp/hot_topics/2023manabiai 

 

《実践セミナー：食べ物が変わる?! 気候変動と私たちの暮らし》 

開催日時：2023年 11月 25日（土）10：00～16：00 

開催場所：愛知県常滑市鬼崎漁港・鬼崎漁業協同組合会議室（3階） 

参加方法：現地参加またはオンライン参加（第 1 部のみ） 

定  員：現地参加 30名、オンライン参加 70名 

参 加 費：無料 ※現地参加者の昼食は実費（800円） 

プログラム： 

第 1部 話題提供「食の変化と気候変動」 

〇森里川海からとれる食、気候変動でどう変わる？ 

 井上俊樹氏（農林水産省東海農政局企画調整室長） 

〇伊勢湾三河湾の水産資源の移り変わり 

 植村宗彦氏（愛知県水産試験場漁業生産研究所主任研究員） 

〇水産業の現場から、鬼崎漁業協同組合 

 平野正樹氏（鬼崎漁業協同組合参事） 

〇気候変動影響と適応対策 

 杉山範子氏（東海学園大学教授） 

第 2部 昼食と現地視察～海苔養殖関連施設等の見学、昼食～ 

コーディネーター：古澤礼太氏（中部 ESD 拠点・サステナ政策塾） 

第 3部 ワークショップ「食」から学ぶ気候変動適応の SDGs地域づくり 

総合ファシリテーター：古澤礼太氏（中部 ESD拠点・サステナ政策塾） 

申込締切：2023年 11月 17日（金） 

 

主  催：中部地方 ESD活動支援センター（環境省 EPO 中部） 

共  催：中部 ESD拠点協議会（事務局：中部大学） 

 

 

♪*♪*♪*   ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

2024年 2月 10日開催「SDGs 学生サミット」発表団体を募集 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━  ♪*♪*♪* 

中部地方 ESD活動支援センターは、「SDGs学生サミット」を開催するにあたり、 

mailto:REO-CHUBUSAIYOU@env.go.jp
https://chubu.esdcenter.jp/hot_topics/2023manabiai


「若者にとってのローカル SDGs」をテーマにオンラインで取組を発表してい 

ただける学生・ユースグループを募集します。 

 

詳  細：https://chubu.esdcenter.jp/hot_topics/20240210sdgs-summit 

 

開催日時：2024年 2月 10日（土）13：00～17：30 

開催方法：オンライン（一般参加者への YouTube ライブ配信を予定） 

募集概要： 

〇SDGsの取組について、代表者（指導教官または学生世話役）のもとで 

活動している 3～5 名程度の学生・ユースグループを募集します。《6 団体》 

〇当日は「若者にとってのローカル SDGs」をテーマにオンラインで取組を 

発表していただきます。 

〇事前に打合せとローカル SDGs勉強会をオンラインで個別グループごとに 

実施します。参加者はその内容を踏まえて当日すべてのプログラムに参加 

していただきます。 

〇協力いただいている国際 GISセンター問題複合体を対象とするデジタル 

アース共同利用・共同研究拠点の研究活動の一環として各種アンケート 

調査にご協力いただきます。 

申込方法：申込は代表者の名前で行っていただき、「参加申込書」 

（web に掲載）に記入の上、メールで送付してください。 

［送付先］info@epo-chubu.jp 

申込締切：2023年 12月 15日（金）《6団体に達した時点で終了》 

 

問 合 せ： 

中部地方 ESD活動支援センター（環境省 EPO中部） 

TEL：052-218-8605・052-218-9073 

 

 

♪*♪*♪*   ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

食育と農による持続可能な地域づくりを考えるワールドカフェ 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━  ♪*♪*♪* 

EPO中部と長野県 NPOセンター主催で「食育と農による持続可能な地域づくり 

を考えるワールドカフェ」を開催します。 

思いや困りごとなどをお持ちください。食と農をめぐって抱えている課題や 

思いを、参加者で自由に話し合い、課題解決と持続可能な地域づくりに向けた 

新たな「つながり・共創」を生み出せたらステキだなと考えています。 

 

詳  細：https://www.npo-nagano.org/2023/10/23/3489/ 

 

開催日時：2024年 1月 13日（土）10：00～14：00 

開催場所：長野市ふれあい福祉センター 4 階和室ほか 

     （長野県長野市大字鶴賀緑町 1714-5） 

定  員：40名（先着順） 

参加申込フォーム：https://forms.gle/T6eeLvbU6W4neYdt9 

 

https://chubu.esdcenter.jp/hot_topics/20240210sdgs-summit
mailto:info@epo-chubu.jp
https://www.npo-nagano.org/2023/10/23/3489/
https://forms.gle/T6eeLvbU6W4neYdt9


問 合 せ： 

特定非営利活動法人長野県 NPOセンター 

TEL：026-269-0015 FAX：026-269-0016 

メール：info@npo-nagano.org 

 

 

♪*♪*♪*   ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

脱炭素先行地域選定結果（第 4回）について 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━  ♪*♪*♪* 

環境省では、脱炭素先行地域評価委員会の評価を踏まえ、12件の計画提案を 

脱炭素先行地域（第 4 回）として選定しました。 

第 1回から第 4 回までに選定された計画提案は 74件となりました。 

 

詳  細：https://www.env.go.jp/press/press_02388.html 

 

［脱炭素先行地域とは］ 

 2030年度までに民生部門（家庭部門及び業務その他部門）の電力消費に伴う 

CO2排出実質ゼロを実現するとともに、運輸部門や熱利用等も含めてそのほか 

の温室効果ガス排出削減についても、わが国全体の 2030 年度目標と整合する 

削減を地域特性に応じて実現する地域です。 

 

問 合 せ： 

環境省大臣官房地域脱炭素事業推進課 

TEL：03-3581-3351（代表）・03-5521-8233（直通） 

 

 

┏━━━━━━━━━━━┓ 

┃  ♪ も く じ ♪    ┃ 

┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

【イベント関連】 

1.  【富山】富山県 SDGs連携推進フォーラム 

2.  【福井】ふるさと環境フェア 2023 

3.  【石川】脱炭素経営アドバイザー育成講座 

4.  【愛知】休眠預金活用助成金セミナー 

5.  【愛知】令和 5年度 海上の森キッズアカデミー 

    「森のがっこう」「森のようちえん」 

6.   1 年間の農山村チャレンジ 2024年度／第 31 期 

    「緑のふるさと協力隊」参加者募集 

7.  【愛知】国際協力カレッジ 2023 

8.  【三重】みえ環境フェア 2023 

9.  【岐阜】中高生を対象にした「岐阜アントレプレナーシッププログラム 

    （Gifu EP）」 

10. 【三重】ESD実践講座 2023 

 

【ツール・コンテンツ】 

mailto:info@npo-nagano.org
https://www.env.go.jp/press/press_02388.html


1.  【福井】楽しく！お得に！取り組む「デコ活ふくい」始まりました！ 

2.  【愛知】プラスチックごみ削減について学ぶ啓発動画を配信 

     ～VRで体験！プラごみゼロレポーター～ 

 

【助成金・表彰等】 

1.   2024 年度地球環境基金助成金 募集 

2.   サンライズ財団環境助成金【2023年度募集／2024 年度助成】募集 

3.   積水ハウスマッチングプログラム 2024 年度助成 活動企画 募集 

4.   社会貢献基金助成（令和 5年度／第 25 回）募集 

5.   草の根活動支援事業 2023～休眠預金による助成事業を募集～ 

    【愛知・岐阜・三重・静岡・長野】 

6.   2023年度ノエビアグリーン財団 助成事業 募集 

7.   第 14回 ESD大賞 

8.   優れた脱炭素型の都市の開発事業を表彰「脱炭素都市づくり大賞」募集 

9.   中部山岳国立公園シンボルマーク 募集 

10. 「なごやネイチャーポジティブ」シンボルマーク 募集【愛知】 

11.  第 51回環境賞 募集 

12.  2023 年度全国エコ活コンクール 作品募集 

 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

            ♪イベント関連♪ 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

┏━┓ 

┃１┃【富山】富山県 SDGs 連携推進フォーラム 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

富山県は、SDGs に取り組む企業・団体等の皆様の連携促進を図るため、富山県 

SDGs連携推進フォーラムを開催します。SDGs実現に向けて、パートナーシップ 

で進める課題解決やアクション事例をご紹介します。 

 

詳  細：https://www.sdgs-toyama.jp/news/detail/?sid=86 

 

開催日時：2023年 11月 22日（水）13：00～16：20 

開催場所：富山県総合福祉会館 サンシップとやま福祉ホール（富山市） 

定  員：会場参加で先着 100名 

申込方法：以下の WEB サイトからお申し込みください。 

     https://kp-kikaku.jp/?tid=101310  

申込期限：2023年 11月 15日（水）17：00 まで 

 

主な内容： 

〇第一部 基調講演 

ソーシャルメディア時代の SDGs～「企業の連携」と「人の心」がビジネスで勝つ～ 

講師：竹下隆一郎氏（PIVOT チーフ・グローバルエディター） 

〇第二部 事例紹介・トークセッション 

「産学官連携の圧倒的可能性と地方デジタル化で SDGs に向き合う」 

https://www.sdgs-toyama.jp/news/detail/?sid=86
https://kp-kikaku.jp/?tid=101310


登壇：宮森穂氏（株式会社ミヤモリ代表取締役専務） 

   吉野英樹氏（社会福祉法人宣長康久会理事・介護事業部部門長） 

ファシリテーター：竹下隆一郎氏（PIVOT チーフ・グローバルエディター） 

〇参加者交流会 

SDGsの同じ目標に取り組む参加者同士の円滑な交流を図ります。 

 

問 合 せ： 

富山県知事政策局成長戦略室 

TEL：076-444-9609 

 

 

┏━┓ 

┃２┃【福井】ふるさと環境フェア 2023 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

福井県は「未来へつなげるふくいの環（わ）～取り組もう SDGs! 目指そうカー 

ボンニュートラル!～」をテーマにふるさと環境フェア 2023 を開催します。 

 

詳  細：https://www.kankyou-fukui.jp/080_information/detail.php?id=304 

 

開催日時：2023年 11月 23日（木・祝）9：30～15：00 

開催場所：福井県産業会館（福井県福井市） 

主な内容： 

〇ステージイベント 

・食べきり運動啓発ダンスショー、環境団体活動紹介、ゴミの分別教室、 

 家庭の省エネ普及イベント、講演など 

〇出展ブース 

・SDGs、カーボンニュートラル、マイボトル運動、フードドライブ、 

 海ごみ問題などの啓発 

・水素燃料、次世代自動車の展示、試乗、電動バギー体験 

・エコ工作など 

 

問 合 せ： 

環境ふくい推進協議会事務局（福井県環境政策課内） 

TEL：0776-20-0301 

 

 

┏━┓ 

┃３┃【石川】脱炭素経営アドバイザー育成講座 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

石川県は、脱炭素経営について企業にアドバイスするためのノウハウを学びた 

い方等を対象に「脱炭素経営アドバイザー育成講座」を開催します。 

 

詳  細：https://www.pref.ishikawa.lg.jp/ontai/seminar/adviser.html 

 

開催日時：2023年 11月 27日（月）14：00～15：30 

https://www.kankyou-fukui.jp/080_information/detail.php?id=304
https://www.pref.ishikawa.lg.jp/ontai/seminar/adviser.html


開催場所：石川県庁（行政庁舎）8階 801 会議室（石川県金沢市） 

講座内容：中小企業の脱炭素経営実践に向けて 

講  師：鈴木伸隆氏（一般財団法人省エネルギーセンター省エネ技術本部技 

術支援センター技術普及部／診断指導部 地域プラットフォーム推進室マネージャー） 

定  員：会場 30 名、オンライン 100名程度（ともに先着順） 

申込締切：2023年 11月 22日（水） 

 

問 合 せ： 

石川県生活環境部カーボンニュートラル推進課  

TEL：076-225-1469 

メール：cn2@pref.ishikawa.lg.jp 

 

 

┏━┓ 

┃４┃【愛知】休眠預金活用助成金セミナー 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

愛知県は、休眠預金等活用制度について理解を深め、助成金を活用していただ 

くことを目的として、活動資金の獲得を検討されている NPOや NPO支援者等を 

対象に、「休眠預金活用助成金セミナー」を開催します。 

 

詳  細：https://www.pref.aichi.jp/press-release/2023kyumin.html 

 

開催日時：2023年 11月 29日（水）13：30～16：00 

対  象：活動資金の獲得を検討されている NPO、NPO 支援者等 

参加方法・定員： 

(1)対面参加【定員：先着 20 名】 

あいち NPO交流プラザ 会議コーナー（名古屋市東区） 

(2)オンライン参加（zoom）【定員：先着 30名】 

内  容： 

(1)指定活用団体による講演 

「休眠預金制度の改正のポイント」 

(2)資金分配団体による事例報告 

「資金分配団体による非資金的支援の実際」 

(3)実行団体による事例報告 

「休眠預金助成事業を通じた非資金的支援を受けた成果」 

(4)パネルディルカッション 

「資金支援と非資金的支援のシナジー効果を創出するには？」 

申込締切：2023年 11月 27日（月） 

 

問 合 せ： 

特定非営利活動法人ボランタリーネイバーズ（県委託事業者） 

TEL：052-979-6446 FAX：052-979-6448 

メール：vns@vns.or.jp 

 

 

mailto:cn2@pref.ishikawa.lg.jp
https://www.pref.aichi.jp/press-release/2023kyumin.html
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┏━┓【愛知】令和 5 年度 海上の森キッズアカデミー 

┃５┃「森のがっこう」「森のようちえん」 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

あいち海上の森センターは、海上の森キッズアカデミー「森のがっこう」「森 

のようちえん」を開催します。インタープリター（自然案内人）が森の楽しい 

こと、おもしろいことをおしえてくれる 2 つのプログラムを用意しています。 

落ち葉ふかふか、いいにおいのする森へ、ぜひお越しください。 

 

詳  細：https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kaisho/r5morinogakkou.html 

 

開催日時：2023年 12月 3日（日）10：00～15：00（少雨決行） 

開催場所：あいち海上の森センター（愛知県瀬戸市） 

対  象：森のがっこう…小学生とその家族（10 家族） 

     森のようちえん…年少以上の園児とその家族（15家族） 

参 加 費：参加者 1名につき、傷害保険料 50 円 

申込締切：2023年 11月 19日（日）＊申込者多数の場合は抽選 

 

問 合 せ： 

あいち海上の森センター 

TEL：0561-86-0606 

 

 

┏━┓1年間の農山村チャレンジ 

┃６┃2024年度／第 31期「緑のふるさと協力隊」参加者募集 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

地球緑化センターは、1年間農山村に住み、地域づくりに取り組む「緑のふる 

さと協力隊」の第 31期の募集を開始しました。 

 

詳  細：http://www.n-gec.org/news/2023-10-08.html 

 

活動期間：2024年 4月 4日～2025年 3月 16日 

参加資格： 

・概ね 18～40歳までの男女 

・健康で、この事業に情熱と意欲を持って参加できる人 

・参加期間を通じ、現住所を離れて活動できる人 

・全期間参加できる人 

・普通自動車運転免許を持っている人（MT 推奨） 

応募締切：2023年 12月 21日（木） 

 

問 合 せ： 

特定非営利活動法人地球緑化センター 

TEL：03-5542-0132 

メール：furusato@n-gec.org 

 

 

https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kaisho/r5morinogakkou.html
http://www.n-gec.org/news/2023-10-08.html
mailto:furusato@n-gec.org


┏━┓ 

┃７┃【愛知】国際協力カレッジ 2023 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

独立行政法人国際協力機構中部センター（JICA中部）は、「国際協力カレッジ 

2023」を 3年ぶりに対面にて開催します。国際協力分野で活躍する 3 人の先輩の 

話を聞き、中部地域の NGO の団体による活動を知ることができます。 

 

詳  細：https://nangoc.org/2023/09/24/college2023/ 

 

開催日時：2023年 12月 9日（土）13：00～17：00 

開催場所：JICA 中部 なごや地球ひろば（名古屋市中村区） 

対  象：国際協力分野に関心のある方 

定  員：70名（先着順） 

受付期間：2023年 11月 1日（水）～12月 5日（火）15：00 

 

問 合 せ： 

特定非営利活動法人名古屋 NGOセンター（事務局） 

TEL：052-228-8109 

メール：info@nangoc.org 

 

 

┏━┓ 

┃８┃【三重】みえ環境フェア 2023 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

三重県地球温暖化防止活動推進センターは、「未来のために今、私たちができ 

ること」をテーマに、「みえ環境フェア 2023」を開催します。 

環境団体、企業、三重県、市町、学校等が取り組む地球温暖化防止活動や環境 

保全活動を紹介します。 

 

詳  細：https://www.mec.or.jp/index.php/ondan/fair/fair2023/ 

 

開催日時：2023年 12月 10日（日）10：00～15：00 

開催場所：メッセウイング・みえ（三重県津市） 

 

問 合 せ： 

三重県地球温暖化防止活動推進センター 

TEL：059-245-7517 FAX：059-245-7518 

 

 

┏━┓【岐阜】中高生を対象にした「岐阜アントレプレナーシッププログラム 

┃９┃（Gifu EP）」 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

岐阜県は中高生を対象にした「岐阜アントレプレナーシッププログラム（Gifu 

 EP）」を開催します。 

＊学校関係者の方は、当日のプログラム見学が可能です。 

https://nangoc.org/2023/09/24/college2023/
mailto:info@nangoc.org
https://www.mec.or.jp/index.php/ondan/fair/fair2023/


 

詳  細：https://www.pref.gifu.lg.jp/site/pressrelease/322763.html 

 

開催日時：2023年 12月 16日（土）・17 日（日） 

     〇中学生の部 9：30～13：30 

     〇高校生の部 14：30～18：30 

開催場所： 

12月 16日（土）INNOVATOR’S VILLAGE（岐阜県岐阜市） 

12月 17日（日）ソフトピアジャパンセンター（岐阜県大垣市） 

内  容：参加者でチームを作り、課題設定から解決策を考え、プランを 

     制作し、最後に発表を行います。 

対 象 者：岐阜県内に在住、または在学中の中学生（※）、高校生 

     ※義務教育学校後期課程を含む 

定  員：各回 30 名（応募多数の場合は抽選） 

申込期限：2023年 11月 20日（月） 

 

問 合 せ： 

角川アスキー総合研究所 Gifu EP 事務局（県委託事業者） 

TEL：050-3784-6258 

メール：gifu-entre@lab-kadokawa.com 

 

 

┏━┓ 

┃10┃【三重】ESD 実践講座 2023 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

三重県環境学習情報センターは、「ESD実践講座 2023」を開催します。 

学校や地域などで ESD を実践するために、ESD の手法やファシリテーション、 

コーディネーションを学び、参加型学習プログラムをつくるスキルを習得します。 

 

詳  細：https://www.eco-mie.com/sponsored_courses/20240121esd/ 

 

《基礎編：『ESD for 2030』～SDGs を達成する学び～》 

「SDGsと私たちのつながり」「ESDの手法」 

講  師：大鹿聖公氏（愛知教育大学理科教育講座教授） 

日  時：2024年 1月 21日（日）10：00～15：00 

《応用編：ESDを実践する～参加・対話・協働、そして工夫～》 

〇第 1回「未来をつくる『学び』をつくる」 

日  時：2024年 1月 27日（土）13：45～16：15 

〇第 2回「今を変える『学び』をつくる」 

日  時：2024年 2月 12日（月・休）13：45～16：15 

〇第 3回「わたしの『学び』を活動にする」 

日  時：2024年 2月 23日（金・祝）10：00～16：00 

講  師：新海洋子氏（一般社団法人 SDGsコミュニティ代表理事） 

 

会  場：三重県総合文化センター（三重県津市） 

https://www.pref.gifu.lg.jp/site/pressrelease/322763.html
mailto:gifu-entre@lab-kadokawa.com
https://www.eco-mie.com/sponsored_courses/20240121esd/


対  象：三重県在住の 16 歳以上 

定  員：基礎編 30人、応用編 20人 

※応用編参加は原則として基礎編受講者とする。 

※応募多数の場合は抽選（基礎編、応用編両方受講される方を優先） 

申込締切：2023年 12月 19日（火） 

 

問 合 せ： 

三重県環境学習情報センター 

TEL：059-329-2000 

メール：info@eco-mie.com 

 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

            ♪ツール・コンテンツ♪ 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

┏━┓ 

┃１┃【福井】楽しく！お得に！取り組む「デコ活ふくい」始まりました！ 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

デコ活ふくいでは、2050年カーボンニュートラル達成を目指し、手軽にできる 

省エネ活動を推進します。デコ活ふくいに参加してポイントをためましょう！ 

ポイントをためると抽選で賞品プレゼント！！ 

 

詳  細： 

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/kankyou/kankyouseisakuka/r5decokatsufukui.html 

 

《デコ活ふくい専用ページ》 

https://decokatsufukui.jp/ 

 

 

┏━┓【愛知】プラスチックごみ削減について学ぶ啓発動画を配信 

┃２┃ ～VR で体験！プラごみゼロレポーター～ 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

愛知県では、消費者、事業者、行政が取り組むべき内容を取りまとめた「あい 

ちプラスチックごみゼロ宣言」を推進するため、県民の皆様にプラスチックご 

み削減について考え、行動に移していただくことを目的とした啓発動画「VR で 

体験！プラごみゼロレポーター」を作成しました。 

 

詳  細： 

https://www.pref.aichi.jp/press-release/plastic-promotion2023.html 

 

概  要：VR動画により視聴者がレポーターの疑似体験ができます。 

海岸、リサイクル工場等の現状やプラスチックごみを削減するための取組を 

視聴者自身が紹介していく内容となっています。（所要 12 分程度） 

視聴方法：以下の YouTube チャンネルから視聴できます。 

https://www.youtube.com/channel/UCByMu6N8M04ma6-6sl3RmIw/videos 

mailto:info@eco-mie.com
https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/kankyou/kankyouseisakuka/r5decokatsufukui.html
https://decokatsufukui.jp/
https://www.pref.aichi.jp/press-release/plastic-promotion2023.html
https://www.youtube.com/channel/UCByMu6N8M04ma6-6sl3RmIw/videos


 

問 合 せ： 

愛知県環境局資源循環推進課 

TEL：052-954-6234 

メール：junkan@pref.aichi.lg.jp 

 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

                          ♪助成金・表彰等♪ 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

┏━┓ 

┃１┃2024年度地球環境基金助成金 募集 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

地球環境基金は、民間団体（NGO・NPO）が行う環境保全活動に対して毎年助成 

を行っています。2024 年度の要望書の受付を開始します。 

 

詳  細：https://www.erca.go.jp/jfge/ 

 

対象団体：(1)特定非営利活動法人 

     (2)一般社団法人、一般財団法人、公益社団法人、公益財団法人 

     (3) 任意団体（要件あり） 

対象地域：日本国内、開発途上地域（案件により異なる） 

対象となる活動分野：環境保全に関する幅広い分野を対象 

「自然保護・保全・復元」、「森林保全・緑化」、「砂漠化防止」、 

「環境保全型農業等」、「脱炭素社会形成・気候変動対策」、 

「循環型社会形成」、「大気・水・土壌環境保全」、「総合環境教育」、 

「総合環境保全活動」、「復興支援等」、「その他の環境保全活動」 

応募期間：2023年 11月 13日（月）正午～12月 4 日（月）13：00 

 

問 合 せ： 

独立行政法人環境再生保全機構地球環境基金部 

TEL：044-520-9505 FAX：044-520-2192 

 

 

┏━┓ 

┃２┃サンライズ財団環境助成金【2023年度募集／2024 年度助成】募集 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

サンライズ財団は、環境助成金を通じて、気候変動問題に関する研究や対策を 

始め、脱炭素社会の構築、地域に根付いた環境保全など、様々な形の環境への 

取り組みを支援します。 

 

詳  細：https://www.philanthropy.or.jp/sunrise/2024/ 

 

対象団体の要件（一部）： 

・公益性を有し、利益を追求しない法人である 

mailto:junkan@pref.aichi.lg.jp
https://www.erca.go.jp/jfge/
https://www.philanthropy.or.jp/sunrise/2024/


・対象とする法人格は、公益法人、特定非営利活動法人、一般法人とする 

 （任意団体は対象外） 

・申請をする年の 9月 30日時点で、法人格を取得後 3 年以上の本助成のテーマ 

 に関する活動実績を有する 

・主たる事業所所在地が日本国内である 他 

対象事業の要件（一部）： 

・本助成のテーマに合致する事業である 

 テーマ「気候変動対策や脱炭素社会の構築、地域に根付いた環境保全や 

 環境整備、子供たちへの環境教育など、様々な形の環境への取り組みを 

 支援する」 

・事業実施地が日本国内である  他 

募集期間：2023年 10月 25日（水）～12月 10 日（日） 

 

問 合 せ： 

「サンライズ財団環境助成金」事務局 

公益社団法人日本フィランソロピー協会 

TEL：03-5205-7580 

 

 

┏━┓ 

┃３┃積水ハウスマッチングプログラム 2024 年度助成 活動企画 募集 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

積水ハウスマッチングプログラムでは、2024年度より、従業員発案の社会課題 

の解決やソーシャルイノベーションにつながるアイデアを非営利団体などの活 

動と融合し、地域社会の皆さまとの共創を通じて社会課題の解決を実現する新 

制度を開始します。  

 

詳  細：https://www.sekisuihouse.co.jp/matching/ 

 

助成の対象となる活動（「プロジェクト」）： 

子どもたちが幸せに暮らし続けられる社会・環境づくりに焦点をあて、下記 

基金いずれかの目的に資する活動を助成対象とします。積水ハウスグループ 

従業員発案のアイデア実現の検討を依頼する団体、もしくは、積水ハウスグ 

ループ従業員が推薦する団体とともに企画し、団体により実施いただく活動 

（「プロジェクト」）を対象とします。 

(1)こども基金 

次世代を担う子どもたちの育成を目的に、子どもたちの幸せ・育成に関わる 

活動を支援 

(2)環境基金 

豊かな住環境や自然環境の創造を目的に、環境配慮・地域活性化に関わる 

活動を支援 

対象団体：特定非営利活動法人、社会福祉法人、公益法人、社団法人、医療 

     法人などの法人格を有する非営利組織 

企画期間：2023年 10月 10日（火）～2024年 1月 31日（水） 

＊団体のみでプロジェクトを企画された場合は、審査の対象外となります。 

https://www.sekisuihouse.co.jp/matching/


 

問 合 せ： 

積水ハウスマッチングプログラム事務局 

メール：sh-mat@sekisuihouse.co.jp 

 

 

┏━┓ 

┃４┃社会貢献基金助成（令和 5年度／第 25 回）募集 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

全日本冠婚葬祭互助協会の社会貢献基金では、地域の種々の災害の救済、社会 

福祉事業、環境保全事業など社会貢献活動を行う各種団体等への助成を行って 

います。 

 

詳  細：https://www.zengokyo.or.jp/news/news-2/2320/ 

 

対象団体：非営利組織（財団法人、社団法人、社会福祉法人、NPO 法人、 

     その他任意団体、市民ボランティアグループも対象） 

     ＊その他の条件は詳細をご確認ください。 

対象事業： 

(1) 高齢者福祉事業 

(2) 障がい者福祉事業 

(3) 児童福祉事業 

(4) 環境・文化財保全事業 

(5) 地域つながり事業 

助成金額：総額およそ 1,000 万円（1件当たりの助成額上限は 200万円） 

募集期間：2023年 10月 1日（日）～2024年 1月末日（必着） 

 

問 合 せ： 

一般社団法人全日本冠婚葬祭互助協会 

社会貢献基金 運営事務局 

TEL：03-3596-0061 

 

 

┏━┓ 草の根活動支援事業 2023～休眠預金による助成事業を募集～ 

┃５┃【愛知・岐阜・三重・静岡・長野】 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

中部圏地域創造ファンドは、休眠預金による助成事業を募集します。地方都市 

・農山村が直面している地域課題の解決を図り、新たな豊かさを備えたコミュ 

ニティの持続的発展を目指すチーム活動を支援します。 

 

詳  細：https://www.crcdf.or.jp/9_kyuminyokin/kusanone2023.html 

 

対象団体： 

〇愛知、岐阜、三重、静岡、長野で、民間公益活動を行う団体 

（法人格の有無、法人の種類は不問） 

mailto:sh-mat@sekisuihouse.co.jp
https://www.zengokyo.or.jp/news/news-2/2320/
https://www.crcdf.or.jp/9_kyuminyokin/kusanone2023.html


〇複数の応募団体でチームを組み、チームとして応募することが必要 

〇チームは幹事役の 1 団体（幹事団体）とそれ以外の複数団体（現場団体(個 

人を含む)）で構成 

対象事業：(1)～(3)全てに当てはまる事業 

(1)「地域資源の活用」、「地域産業おこし」、「生活環境の改善」 

上記（いずれか、または複数）の分野に焦点を当て、多角的な視点から支援 

活動を展開する活動 

(2)ビジネス展開可能な支援活動の検討・始動を行い、多様な資金確保の道筋 

を立てる活動 

(3)地域社会とのつながりを強め、持続的な活動を支え、事業のビジネス化も 

支援する仕組み（＝コミュニティプラットフォーム）の構築に取り組む活動 

公募期間：2023年 12月 1日（金）～2024年 2月 5日（月） 

 

《公募説明会（オンライン）》 

開催日時：2023年 12月 6日（水）13：00～14：30 

     2023年 12月 11日（月）18：00～19：30 

申込締切：各開催 3日前まで 

 

問 合 せ： 

一般財団法人中部圏地域創造ファンド（CCF） 

メール：kusanone2023@crcdf.or.jp 

 

 

┏━┓ 

┃６┃2023年度ノエビアグリーン財団 助成事業 募集 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

公益財団法人ノエビアグリーン財団は、日本を代表するジュニアスポーツ選手 

の育成、また、青少年の健全な育成に寄与することを目的として、一般公募に 

よる助成活動を実施します。 

 

詳  細：https://www.noevirgreen.or.jp/grants/organization/ 

 

応募資格（団体）： 

児童、青少年の健全育成の向上を目的とした体験活動、およびスポーツの振興 

に関する事業を積極的に行い、または奨励している下記(1)～(9)の分野にあて 

はまる団体 

(1) スポーツ体験活動 

(2) ジュニアアスリート選手育成活動 

(3) 自然体験活動 

(4) 科学体験活動 

(5) 地域に根ざした子供たちへの支援活動 

(6) 障がいのある子供たちへの支援活動 

(7) 自然災害等による被災地の子供たちへの支援活動 

(8) 児童養護施設の子供たちへの支援活動 

(9) その他の体験活動 

mailto:kusanone2023@crcdf.or.jp
https://www.noevirgreen.or.jp/grants/organization/


応募期間：2023年 12月 1日（金）9：00～2024年 2月 29 日（木）正午 12：00 

 

問 合 せ： 

公益財団法人ノエビアグリーン財団 

TEL：03-5568-3388 

メール：info@noevirgreen.or.jp 

 

 

┏━┓ 

┃７┃第 14 回 ESD 大賞 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

NPO法人日本持続発展教育推進フォーラムは、ESDの理念に基づく取り組みを 

積極的に実践する学校を奨励する「ESD 大賞」を実施します。 

 

詳  細：http://www.jp-esd.org/grandprix.html 

 

対  象：全国すべての校種 

募集内容と実践研究対象： 

「ESD 大賞」設定の趣旨に基づいて、持続可能な社会の構築に向けて的確な 

行動ができる次代を担う人材を育てる実践研究事例の報告を募ります。 

実践研究の対象： 

幼稚園～高等学校における ESDの実践事例報告であること。 

(1)ESD の全体計画や年間指導計画の作成、または改善及び評価に関わる実践 

研究。 

(2)各教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間に関わる ESDの実践研究。 

(3)学校経営、学年経営、学級経営に関わる ESD の実践研究。 

(4)学級活動、児童会･生徒会活動、クラブ・部活動、学校行事に関わる ESD 

の実践研究。 

(5)ESD における教材･教具の工夫や開発についての実践研究。 

(6)ESD における家庭、地域社会、行政、民間企業、関連する諸機関との連携 

に関する実践研究。 

(7)ユネスコスクールへの加盟申請中、キャンディデート校、もしくは興味が 

ある。 

応募締切：2023年 11月 30日（木）に延長［事務局必着］ 

 

問 合 せ： 

NPO法人日本持続発展教育推進フォーラム ESD大賞事務局 

TEL：03-3545-3651  

メール：info@jp-esd.org 

 

 

┏━┓ 

┃８┃優れた脱炭素型の都市の開発事業を表彰「脱炭素都市づくり大賞」募集 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

環境省及び国土交通省は、優れた脱炭素型の都市の開発事業を表彰し、都市部 

mailto:info@noevirgreen.or.jp
http://www.jp-esd.org/grandprix.html
mailto:info@jp-esd.org


における脱炭素型の都市づくりを促進することを目的として、令和 5 年度「脱 

炭素都市づくり大賞」を創設し募集を開始しました。 

 

詳  細：https://www.env.go.jp/press/press_02275.html 

 

応募対象者：開発事業の主体等 

対象事業： 

日本国内で行われ、事業完了又は概ね今後 5年以内に事業完了見込みの都市の 

開発事業であって、以下を満たすもの。 

〇応募に係る事業の区域において電力消費に伴う CO2 排出実質ゼロを実現又は 

2030年度までに達成する計画であること。 

〇省エネやエネルギーの効率的な利用により相当規模の脱炭素効果（温室効果 

ガス排出削減効果）が見込めるなど優れた脱炭素型の都市開発であること。 

募集期間：2023年 10月 13日（金）～11月 28 日（火） 

 

問 合 せ： 

環境省大臣官房地域政策課 

TEL： 03-5521-8232（直通） 

 

 

┏━┓ 

┃９┃中部山岳国立公園シンボルマーク 募集 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

中部山岳国立公園指定 90周年を記念して、中部山岳国立公園のシンボルマーク 

を募集します。 

 

詳  細：https://chubu.env.go.jp/shinetsu/pre_2023/press_00090.html 

 

応募資格：日本に居住または勤務している方 

     （未成年の方は保護者の同意を得てご応募ください） 

選定基準： 

○中部山岳国立公園らしいものとなっているか 

（特定地域のみを表すものでないこと） 

○親しみが持てるものとなっているか 

○標識等に表示した際に判別しやすいものとなっているか 

募集期間：2023年 10月 16日（月）～11月 30 日（木） 

 

問 合 せ： 

中部山岳国立公園指定 90周年記念事業実行委員会事務局 

信越自然環境事務所国立公園課 

TEL：026-231-6572 

 

 

┏━┓ 

┃10┃「なごやネイチャーポジティブ」シンボルマーク 募集【愛知】 

https://www.env.go.jp/press/press_02275.html
https://chubu.env.go.jp/shinetsu/pre_2023/press_00090.html


┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

名古屋市は、市民・事業者の皆さまとともにネイチャーポジティブの実現を目 

指していくため、名古屋市オリジナルのシンボルマークを募集します！ 

 

詳  細：https://www.city.nagoya.jp/kankyo/page/0000168542.html 

 

募集作品：「なごやネイチャーポジティブ」シンボルマーク 

応募資格：名古屋市内在住の方、名古屋市内に通勤・通学される方 

     （プロ・アマ問いません。） 

募集期間：2023年 10月 28日（土）～12月 18 日（月）必着 

 

問 合 せ： 

名古屋市環境局環境企画課 

TEL：052-972-2698 

メール：a2662-01@kankyokyoku.city.nagoya.lg.jp 

 

 

┏━┓ 

┃11┃第 51 回環境賞 募集 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

環境賞は、環境保全や環境の質の向上への貢献が認められる成果、または貢献 

が期待される成果をあげた個人、法人、団体・グループ等を表彰します。 

 

詳  細：https://biz.nikkan.co.jp/sanken/kankyo/entry.html 

 

応募資格：環境保全や環境の質の向上への貢献が認められる成果、または 

     貢献が期待される成果をあげた個人、法人、団体・グループ等 

対  象： 

環境に関する調査、研究、技術・製品開発、活動等で画期的な成果をあげ、 

または成果が期待されるものであって、環境賞の目的にふさわしいものと 

する。 

・低炭素社会の構築に関するもの 

・生物多様性をはじめとする自然環境の保全に関するもの 

・循環型社会の形成に関するもの 

・大気環境、水環境、土壌環境等の保全に関するもの 

・化学物質の環境リスクの評価・管理に関するもの 

・環境への取り組みによる災害の防止および減災に関するもの 

・その他、環境保全や環境の質の向上に関するもの 

募集期間：2023年 11月 1日（水）～2024年 1月 10日（水） 

 

問 合 せ： 

環境賞 事務局（日刊工業新聞社日刊工業産業研究所） 

TEL：03-5644-7117 FAX：03-5644-7294 

メール：kankyo@nikkan.tech 

 

https://www.city.nagoya.jp/kankyo/page/0000168542.html
mailto:a2662-01@kankyokyoku.city.nagoya.lg.jp
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┏━┓ 

┃12┃2023年度全国エコ活コンクール 作品募集 

┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

こどもエコクラブ全国事務局（公益財団法人日本環境協会）は、2023 年度「全 

国エコ活コンクール」を実施します。今年度は「デジタル部門」が新設されま 

した。エコ活動の成果や感じたこと・気づいたことを壁新聞・絵日記・デジタ 

ル作品（動画・パワーポイント）にまとめて応募してください。 

 

詳  細：https://www.j-ecoclub.jp/topics/info/202309151000.html 

 

応募資格：全国のこどもエコクラブ 

     環境活動を実施する子どもたちの団体・グループ 

募集内容： 

〇壁新聞部門 

日頃のエコ活動をまとめた壁新聞 

※クラブ単位で制作 

〇絵日記部門 

「みんなに伝えたいエコ活動」 

「これからやってみたいエコ活動」 

「エコ活動で地域をこんな風にしたい」などの絵日記 

※個人単位で制作 

〇デジタル部門《新設》 

日頃の活動を動画やパワーポイントを使って作成 

応募締切：2024年 1月 12日（金） 

 

問 合 せ： 

こどもエコクラブ全国事務局（公益財団法人日本環境協会） 

TEL：03-5829-6359 FAX：03-5829-6190 

メール：j-ecoclub@jeas.or.jp 
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